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新 年

れ た こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。 今 年は コ ロ ナ と い う 言 葉 が あ ま り 飛 び 交 いま せ ん よ う に 願 っ て お り ま す 。　
正 月 の 子 供 に な り て 見 た き 哉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

小 林 一 茶

　
子 供 の 頃 、 正 月 は 一 大 イ ベ ン ト 。 夢

の よ う な 楽 し い 時 間 で し た ね 。　
今 年 も 又 梅 見 て 桜 藤 紅 葉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

井 原 西 鶴

　
今 年 は 、 皆 で 四 季 そ れ ぞ れ を 咲 き 誇

る 花 の 下 に 集 い た い も の で す ね 。　
次 は 、 詩 で 新 年 を 寿 ぎ ま し ょ う 。

　 　

新 年

　 　 　 　 　 　 　

谷 川 俊 太 郎

　
皆 様 、 明 け ま し て お め で

と う ご ざ い ま す 。 晴 れ や かな 令 和 四 年 を お 迎 え に な ら

一 月 は

/

何 も 始 め た く な い 月

/

い っ

そ こ の ま ま こ た つ の 中 で

/

眠 り こ み

た い 月

/

白 い 日 記 帳 に 恐 怖 を 感 じ

/

灰 色 の テ レ ビ の 影 に 溺 れ る 月

/

あ あ

誰 か 思 い き っ て

/

真 実 の 予 言 を し な

い か

/

危 険 き わ ま る 不 幸 の 予 言 を ！

/

お 年 玉 つ き 年 賀 は が き を

/

こ た つ

の 中 で 番 号 順 に 揃 え る す き に

/

私 の

時 間 は 既 に 逃 げ て ゆ く

/

脱 兎 の 如 く

逃 げ て ゆ く ！　
こ た つ は ポ カ ポ カ 。 眠 り こ み た

い 。 し か し 、 詩 人 は 曲 者 。 真 実 の 予言 を 聞 き た が っ て い る の で す 。 真 実っ て な ん だ ろ う ？

　
と 不 思 議 に 包 ま

れ て い る と 、 時 間 が あ っ と い う 間 に逃 げ て い き ま す よ 。 気 を つ け ね ば 。　
今 年 一 年 が 平 和 で あ り ま す よ う

に 。

松 原 淳 子 （ 朗 読 ）

姜 涛 （ 二 胡 ） 釈 文 （ 揚 琴 ）

「 二 胡 と 揚 琴 の 響 き 」  コ  ン  サ ー ト

秋 吉 台 国 際 芸 術 村 で

3 0 日
　 「 二 胡 と 揚 琴 の 響 き

　

新 春 の 宴 」 が 、

3 0日
　

（ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら 、 秋 吉台 国 際 芸 術 村 （ 美 祢 市 秋芳 町 ） で 開 か れ る 。　
二 胡 と 揚 琴 は 、 と も に

中 国 の 伝 統 楽 器 。 二 胡 は別 名 「 胡 弓 」 と も 呼 ばれ 、 馬 の 尻 尾 が 張 ら れ た弓 で 音 を 奏 で る 。 一 方「 揚 琴 」 は 、 扇 状 の 本 体の 上 に 張 ら れ た 約 １ ５ ０

科 に 入 学 後 、 父 親 の 二 胡教 室 で 後 進 の 指 導 に 当 たっ た 。 大 学 卒 業 後 は 、 二胡 の 演 奏 者 ・ 指 導 者 と して 活 躍 し 、 ２ ０ ０ ７ 年 に来 日 。 山 口 県 を 拠 点 に 演奏 活 動 を し て い る 。　
揚 琴 を 演 奏 す る の は 、

本 の 弦 を 、細 い 竹 の ステ ィ ッ ク を使 っ て 演 奏す る 楽 器だ 。　
二 胡 を 演

奏 す る のは 、 姜 涛（ ジ ャ ン ・タ オ ）  。 中国 黒 龍 江 省出 身 で 、

1 0

歳 か ら 二 胡を 学 び 、 ハル ピ ン 師 範大 学 民 族 管楽 学 部 表 演

黒 龍 江 省 出 身 の 釈 文 （ シー ・ ウ ェ ン ）  。

1 3歳 で 揚

琴 の 練 習 を 始 め 、 北 京 に本 部 を 置 く 中 央 音 楽 学 院で 学 ん だ 。

0 1年 に 来 日

し 、 揚 琴 や 二 胡 の 演 奏 、指 導 で 活 躍 中 。　
演 奏 曲 目 は 、 唐 時 代 の

漢 詩 に 因 ん だ 古 典 曲 「 陽関 三 疊 」  「 喜 送 公 糧 」や 、 李 香 蘭 （ 山 口 淑 子 ）主 演 の 映 画 「 支 那 の 夜 」の 劇 中 歌 「 蘇 州 夜 曲 」  、音 楽 物 語 「 ス ー ホ の 白 い馬 」 な ど 。  「 ス ー ホ の 白い 馬 」 で は 、 モ ン ゴ ル の民 族 楽 器 、 馬 頭 琴 の 由 来に ま つ わ る 物 語 に 合 わ せた 楽 曲 を 、 宇 部 市 在 住 の

フ リ ー パ ー ソ ナ リ テ ィー ・ 松 原 淳 子 の 朗 読 と とも に 楽 し め る 。　
入 場 料 は 、 一 般 ２ 千 円

で 学 生 ５ ０ ０ 円 。 未 就 学児 は 入 場 不 可 の た め 、 託児 （ 無 料 ） 希 望 者 は

2 0日

（ 木 ）  ま で に 同 施 設 へ 申 し込 む こ と 。 チ ケ ッ ト の 予約 は 、 同 施 設 へ 電 話 （

☎

０ ８ ３ ７

－

６ ３

－

０ ０ ２

０ ） ま た は ウ ェ ブ サ イ ト
（

https://aiav.jp/apply/?

event
=17119

） の 専 用 申

し 込 み フ ォ ー ム か ら 。　 「 平 原 や 大 地 の 広 がり 、 悠 久 の 時 を 感 じ さ せる 中 国 伝 統 楽 器 に よ る 、し っ と り と 哀 愁 を 感 じ さ

せ る 曲 や 、 華 やか で 演 奏 家 の 妙技 を 楽 し め る 絶妙 な ア ン サ ン ブル を 楽 し ん で 」と 同 施 設 。



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ ５ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

鋳 銭 司 第 二 団 地 の 完 成 予 想 図

「 鋳 銭 司 第 二 団 地 」  今 秋 分 譲 開 始

業 、 自 然 科 学 研 究 所 など 、 新 た な 企 業 進 出 の受 け 皿 を 目 的 に 、 山 口市 に よ っ て 整 備 さ れ てい る 。 ２ ０ ２ ０ 年

1 1月

の 起 工 か ら ２ 年 の 歳 月を 経 て 今 年

1 0月 末 頃 に

造 成 が 終 わ り 、 約

1 0㌶

の 用 地 が 分 譲 さ れ る 。　
県 消 防 学 校 の 北 東 に

位 置 し 、 山 陽 自 動 車 道の 山 口 南 Ｉ Ｃ ま で 約２ ・ ５ ㌔ 、 Ｊ Ｒ 新 山 口駅 ま で 約 ８ ㌔ と 、 交 通利 便 性 の 高 さ が セ ー ルス ポ イ ン ト だ 。

　
今 年 の 秋 、 鋳 銭 司 地

域 に 「 鋳 銭 司 団 地 」 に次 い で ２ カ 所 目 と な る産 業 団 地 「 鋳 銭 司 第 二団 地 」 が 誕 生 す る 。　
地 域 雇 用 の 創 出 と 、

製 造 業 や ソ フ ト ウ エ ア

N o. 2 3 9

鋳 銭 司

　
山 口 市 内 に あ る 産 業 団 地 に は 、 市 営 の ４ 団

地 と 民 間 が 運 営 す る

団 地 が

１ つ あ る 。 今 年 、

山 口 市 に よ っ て ６ カ 所 目 が 完 成 す る 。

所 信 表 明 す る 北 條 理 事 長

河 野 会 頭 が 「 経 済 改 善 へ の き っ か け の
年 に 」 と あ い さ つ

 １ 行 記 事　 「 犯 罪 被 害 者 等 支 援 ミ ニ パ ネ ル 展 」 が 、 １ ７ 日 （ 月 ） か ら ２ １ 日 （ 金 ） の 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ４ 時 ま で 、 山 口 市 役 所 エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル で 開 か れ る 。 資 料 も 配 布 。

　

4 0歳 ま で の 青 年 経 済 人

で 構 成 さ れ る 山 口 青 年 会議 所 （ 以 下 Ｊ Ｃ ） は

1 2

日 、 来 賓 や Ｏ Ｂ 会 員 ら を招 き 、 今 年 １ 年 の 新 体 制を 披 露 す る 新 年 互 礼 会 を開 催 。 約 １ １ ０ 人 が 参 加し た 。　
例 年 は 「 新 春 パ ー テ ィ

ー 」 と し て 、 新 体 制 の 披露 と と も に 懇 親 会 も 催 さ

れ る が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の ため 、 昨 年 に 続 き 今 年 も 、式 典 の み の 開 催 と し た 。　

6 7代 目 と な る ２ ０ ２ ２

年 度 の 理 事 長 に 就 任 し たの は 北 條 榮 太 郎 さ ん （ 近江 屋 ） で 、 今 年 の ス ロ ーガ ン は 「 Ｅ ｎ ｊ ｏ ｙ

　
ｔ

ｈ ｅ

　
ｎ ｅ ｗ

　
ｅ ｒ ａ

!!

〜 自 分 と 未 来 を 創 造 し よ

う 」 と し た 。「 ｎ ｅ ｗ

　
ｅ

ｒ ａ 」 と は「 新 時 代 」 とい う 意 味 。 新型 コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 症 によ り 、 こ れ まで の 「 常 識 」が 通 用 し な くな っ た 今 だ から こ そ 、  「 明る い 豊 か な 社

会 」 の 実 現 を 理 念 に 掲 げる 青 年 経 済 人 の 団 体 ・ 山口 Ｊ Ｃ が 、 強 い 情 熱 と 行動 力 で 新 し い 時 代 に 立 ち向 か い 、 そ し て 楽 し ん でみ せ る と の 思 い を 込 めた 。 具 体 的 に は 、 少 子 化対 策 や 選 挙 投 票 率 の 向 上な ど に 取 り 組 ん で い く 。　
ま た 今 年 度 は 、 山 口 県

内

1 2Ｊ Ｃ の 連 合 組 織 で あ

る 「 山 口 ブ ロ ッ ク 協 議会 」 の 会 長 に 、 同 Ｊ Ｃ の松 田 年 通 さ ん （ 山 口 大 神宮 ） が 就 任 し た 。 そ れ に伴 い 、 同 協 議 会 に は 「 運営 団 」 ら 計

1 3人 が 「 出

向 」  。 さ ら に 、  「 日 本 ＪＣ 」 に は

1 0人 、  「 中 国 地

区 協 議 会 」 に は ３ 人 が「 出 向 」 す る 。  「  『 出 向 』は 、 個 人 と し て の 成 長 、そ し て 組 織 と し て の 成 長に つ な が る 」 と 北 條 理 事

長 。　
本 年 度 の 役 職 者 は 次 の

通 り 。  （ 敬 称 略 ）　
理 事 長 ＝ 北 條 榮 太 郎 ▽

パ ー ス ト 理 事 長 ＝ 松 田 年通 ▽ 直 前 理 事 長 ＝ 金 子 賢二 （ Ｂ ａ ｓ ｅ Ｐ ｒ ｏ ｓ ｐｅ ｒ ） ▽ 副 理 事 長 ＝ 梅 林威 男 （ つ ち や 産 業 ） ▽ 副理 事 長 ＝ 石 橋 克 星 （ さ くら 商 店 や ま ぐ ち 店 ／ や まぐ ち 不 動 産 コ ン サ ル ） ▽副 理 事 長 ＝ 河 野 貴 史 （ 長州 物 産 ） ▽ 副 理 事 長 ＝ 真庭 孝 雄 （ 古 熊 神 社 ） ▽ 副理 事 長 ＝ 野 上 宙 樹 （ 第 一綜 合 小 郡 事 務 所 ） ▽ 副 理事 長 ＝ 中 村 優 弥 （ Ｃ

－

Ｕ

Ｎ Ｉ Ｔ 塗 装 リ フ ォ ー ム ／オ ー ル ソ ル シ ア ） ▽ 専 務理 事 ＝ 舛 野 圭 輔 （ シ ュ ガー ウ ェ ブ ） ▽ 監 事 ＝ 堀 本元 気 （ 元 気 鍼 灸 院 ・ ほ ぐし の 元 ） ▽ 監 事 ＝ 田 邊 隆

6 7 年 目 の 山 口 青 年 会 議 所
新 年 互 礼 会 で 新 体 制 を 披 露1 8 0人 が 賀 詞 交 換山 口 商 工 会 議 所 が ６ 日 に 新 春 互 礼 会

　
山 口 商 工 会 議 所 主 催 の

新 春 互 礼 会 が 、 ６ 日 午 後６ 時 か ら 、 山 口 市 湯 田 温泉 の ホ テ ル ニ ュ ー タ ナ カで 開 か れ た 。 新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 のた め に 昨 年 は 実 施 さ れ なか っ た た め 、 ２ 年 ぶ り の

開 催 と な っ た 。　
同 商 議 所 会 員 、 国 会 議

員 、 県 議 会 議 員 、 市 議 会議 員 、 市 役 所 役 職 員 ら 約１ ８ ０ 人 が 参 加 し た 。 これ ま で と 違 い 、 １ 事 業 所に つ き １ 人 の 参 加 に 限定 。

入 場 時 に は 検 温 が 実
施 さ れ 、 参 加 者 は必 ず マ ス ク を 着用 。

丸 テ ー ブ ル で

の 着 席 形 式 で 、 参加 者 同 士 の 間 に はア ク リ ル 板 も 設 置さ れ 、 懇 親 会 で は折 詰 弁 当 が 出 さ れた 。 参 加 人 数 は 、前 回 （ 約 ３ ７ ０人 ） の 約 半 数 だ っ

た 。　
河 野 康 志 会 頭 は 、 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス の 収 束 が見 通 せ な い 現 状 を 受 け
「 飲 食 業 や 観 光 業 な ど 、

厳 し い 経 営 状 況 が 続 い てい る 中 小 企 業 も 多 い 。 今後 も 支 援 を 続 け る こ とで 、 好 循 環 に つ な げ て いき た い 」 と あ い さ つ した 。 ま た 、 昨 年 の Ｎ Ｈ Ｋ大 河 ド ラ マ

「 青 天 を 衝

け 」

で 取 り 上 げ ら れ た 渋

沢 栄 一 が 商 工 会 議 所

（ 当

初 は 商 法 会 議 所 ）

を 設 立

し た こ と に 触 れ 、  「 商 工会 議 所 は 、 民 の 声 を 集 めて 官 に 伝 え る た め に で きた 。 山 口 商 工 会 議 所 も 、

コ ロ ナ 禍 に お け る 会 員 企業 の 声 を 行 政 に 伝 え 、 その こ と が 補 助 金 な ど の 支援 に も つ な が っ た 。 時 代が 変 わ っ て も 、 商 工 会 議所 の 役 割 は 変 わ ら な い こと を 実 感 し た 」 と い い 、
「 今 年 は 経 済 改 善 へ の き

っ か け の 年 と な る よ う 祈念 す る 」 と 述 べ た 。　
続 い て 、 伊 藤 和 貴 山 口

市 長 、 高 村 正 大 衆 議 院 議

員 、 杉 田 水 脈 衆 議 院 議員 、 平 林 晃 衆 議 院 議 員 、江 島 潔 参 議 院 議 員 、 北 村経 夫 参 議 院 議 員 が 来 賓 あい さ つ 。 岡 正 朗 山 口 大 学長 に よ る 乾 杯 の 音 頭 で 、例 年 と 違 い マ ス ク 姿 で の静 か な あ い さ つ 交 換 会 はス タ ー ト 。 加 登 田 恵 子 山口 県 立 大 学 長 に よ る 「 中締 め 」 で 、 ７ 時 半 に 閉 会し た 。

文 （ 萩 山 口 信 用 金 庫 ） ▽Ｊ Ｃ ブ ラ ン デ ィ ン グ 委 員会 委 員 長 ＝ 長 嶺 龍 （ テ レビ 山 口 ） ▽ イ ン ナ ー コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン 推 進 委 員会 委 員 長 ＝ 柳 井 綾 （ Ｌ ｏｕ ｎ ｇ ｅ

　
Ｄ ｏ ｒ ｉ ｓ ）

▽ 地 域 創 生 委 員 会 委 員 長＝ 上 村 昇 平 （ ア ー サ ー ヒー ル バ ン ）

▽ 地 域 価 値 創

造 委 員 会 委 員 長 ＝ 竹 川 勇人 （ い す ゞ 自 動 車 中 国 四国 ）

▽ 青 少 年 開 発 委 員 会

委 員 長 ＝ 行 本 幸 雅 （ ワ イケ イ シ イ ） ▽ グ ロ ー バ ルコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 推 進委 員 会 委 員 長 ＝ 古 谷 大 樹（ 中 国 設 備 工 業 ） ▽ 総 務渉 外 委 員 会 委 員 長 ＝ 嵯 峨崇 史 （ 販 促 管 理 研 究 所 ）

　

5 5歳 以 上 が 対 象 の 「 健

康 ＆ お し ご と 説 明 会 」が 、

1 9日  （ 水 ）  に お の だ サ

ン パ ー ク （ 山 陽 小 野 田市 ） で 、

2 8日  （ 金 ）  に Ｋ Ｄ

Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル （ 山 口 市小 郡 令 和 １ ） で 開 か れる 。 そ れ ぞ れ 、 午 前 の 部と 午 後 の 部 が あ る 。　
体 と 脳 の 健 康 度 チ ェ ッ

ク や 健 康 相 談 、 求 人 情 報の 紹 介 な ど が 受 け ら れる 。　
参 加 は 無 料 。 当 日 参 加

も 可 能 だ が 、 予 約 者 が 優先 さ れ る 。 予 約 は 、 ア クテ ィ ブ シ ニ ア 就 業 応 援 事業 事 務 局 （ Ｙ Ｉ Ｃ 学 院内 、

☎
０ ８ ３

－

９ ７ ６

－

８ ３ ５ ５ ） へ 。

5 5歳 以 上 対 象
「 健 康 ＆ お し ご と 説 明 会 」

1 9 ・2 8  日



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ ５ 日 ㈯

 １ 行 記 事　 景 清 洞 を 「 探 検 」 す る 催 し が ２ 月 ５ 日 （ 土 ） 午 前 ９ 時 半 か ら 。 対 象 は 小 学 生 以 上 と そ の 家 族 。 詳 細 は 秋 吉 台 青 少 年 自 然 の 家 へ 。 申 し 込 み は １ ９ 日 （ 水 ） ま で 。



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 １ ５ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


